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手術看護の領域は手術医療の飛躍的な進歩とともに、ここ数十年で劇的な変化を
遂げました。それに伴い手術看護業務や教育環境は大きく変化し、新たな課題も生
まれています。しかし、いつの時代にあっても周術期医療の重要な役割を果たしてい
るのは手術室看護師です。本座談会では、長年、手術看護に携わってこられた昭和大
学の石橋まゆみ先生に司会をお務めいただき、手術看護認定看護師である東京医
療学院大学の大西真裕先生、筑波大学附属病院の野口茂樹先生にご参加いただい
て、新人時代の手術看護や教育環境を振り返りながら、手術看護の魅力と学びの姿
勢、さらにこれからの手術看護教育のあり方について討論いただきました。

〈経歴〉
2003年 社会保険横浜中央病院（現・JCHO横浜中央病院）に入職、
病棟を経て手術室勤務、2010年 順天堂大学医学部附属順天堂医
院 手術室勤務。2016年からは企業に勤務する傍ら大学等で非常勤
講師として活躍。2009年 手術看護認定看護師、2016年 周術期管
理チーム認定看護師、2021年 第1種滅菌技師の資格を取得。
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石橋：本日は手術看護認定看護師であるお二人の先
生をお招きし、それぞれの経験を振り返りながら「手
術看護」の学びと教育のあり方についてお話を伺って
いきたいと思います。今から20年以上前の手術室の
医療環境はまだ発展途上にあったと思われますが、そ
の頃に新人時代を経験されたお二人に、まずは当時を
振り返って手術看護の教育環境についてお話しいただ
けますか。
大西：私は看護師2年目で手術室に配属になりました。
その頃の手術室にはマニュアルはありましたが、どちら
かというと１例でも多く手術を経験して知識を習得して
いく実践スタイルの学習がメインとなっていました。そ
の日の手術で経験したことを帰宅後にノートにまとめて

復習し、翌日、先輩看護師にそのノートを見せて指導
を受けることのくり返しでした。手術室が5部屋の中規
模病院でしたので、人手が少なく、器械は洗浄から組
み立てまでをすべて手術室看護師が行っていました。
しかし、その努力の甲斐あって作業中に器械の名前を
覚えることもできました。振り返ってみると、私の学び
の場は常に現場にあったような気がします。
野口：私が手術室に配属になった頃は、手術室が5部
屋から12部屋に増室されたばかりで先輩看護師15名
に対し新人看護師10名という状況でしたので、先輩か
ら教えてもらう機会はほとんどありませんでした。とに
かく自分が見たり聞いたりしたことを手帳に漏れなく書
き込んで覚えました。手帳が私の手術看護の命綱だっ
たわけです。当時の手術室にマニュアルはありませんで
したから、翌年の新人看護師には私の手帳をコピーし
て渡していました。
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石橋：まさに現場に出て自分で学びとる時代でしたね。
そうした学びの数々がマニュアルや手順書のかたちとなっ
て今の手術看護教育に脈々と受け継がれてきたのだと思
います。手術看護教育のまさに黎明期を経験したお二人
が手術看護の学びの中で実感することはありますか。

野口：私が手術室看護師として学び始めた頃は、全国
でも手術看護の学習教材と呼ばれるものはなく、教育
は現場で先輩から後輩に知識を伝承するというものでし
た。当院では、専ら「術中看護」にクローズアップして、
患者さんとのコミュニケーションのとり方、患者背景の
情報収集に重点を置いていました。学習情報が枯渇し
ていた時代でしたが、その分、役立つ生の情報を後輩
に伝えていく先輩の熱意が当時の手術看護を支えてい
たように思います。現在は当院手術室にもキャリアラ
ダーが導入され、看護師の実践能力を習熟度に応じて
段階的に育成していく教育環境が整備されてきたことに
大きな変化を実感しています。
大西：私が手術看護を学び始めた頃も手術室に特化し
たテキストや文献はほとんどなく、ひたすらOJTで現場
から学ぶ日々でした。手術室看護師2年目に整形外科
領域の院外研修に参加する機会があり、そこでエビデ
ンスに基づいた器械出しについて学んでから意識が一変
しました。今まで現場で学んできた器械出しのノウハウ
の根拠を知ることで業務の本質を理解できるようになっ
たのです。これは衝撃でした。それ以後、積極的に院外
研修に参加して貪欲に知識を吸収しました。手術看護業
務のエビデンスに意識を向けるようになってから、手術
看護が飛躍的に楽しくなってきたのを覚えています。
石橋：大西先生のお話のように院外研修で学ぶ機会を
得て、専門領域の手術の展開などを自主的に習得して
いくのが当時の学習スタイルの主流であったように思
います。

石橋：手術室看護師は器械出しができて初めて一人前
と言われる時代がありました。そのため器械出しを主た
る業務とする手術室には“看護がない”と言われたことも
ありますが、私たちはそんな中にも何とか看護を見出す
ように努め、それが看護師としての成長につながって
いったのではないでしょうか。お二人が手術看護認定看
護師を目指すきっかけもこうした成長の過程にあったと
思います。そこで、これからの新人看護師が学ぶ手術
看護のあり方について、教育する立場にあるお二人の
お考えをお聞かせいただけますか。
野口：私が手術看護認定看護師を目指した理由は、手
術看護のエビデンスを学んで、日頃行っている看護業
務の根拠を手術室スタッフに伝えていきたいと思ったか
らです。認定の教育課程の授業ではとにかく手術看護の
「なぜ」についてたくさんのことを吸収しました。それを
職場に持ち帰り、スタッフへの教材としてフル活用しま
した。そこで痛感したのは、手術看護のあり方として病
院独自の経験を伝承する従来の教育ではなく、全国ど
この病院でも通用するエビデンスに基づいたスタンダー
ドな教育の必要性でした。
大西：手術看護では患者さんと直接かかわる時間はと
ても短いです。しかし、その僅かな時間の中で患者さ
んにどんな声がけをし、どれだけ患者さんの気持ちに
寄り添えるかがとても大切です。そのため、手術室看
護師には高いコミュニケーション力が求められると思い
ます。私自身、患者さんとのコミュニケーション力が身
についてくるにつれて、手術看護の楽しさややりがいを
実感するようになりましたから、こうした能力を育んでい
くことも手術看護教育の重要なポイントだと思います。
石橋：昨今、低侵襲手術が増えたことにより、手術看
護の教育内容も大きく変わったように思いますが、いか
がですか。
野口：内視鏡下手術支援ロボットの導入により、患者さ
んの傷が小さくなったことは、病棟での看護ケアにとっ
ては歓迎されるものでした。しかし、当時の当院手術室
には臨床工学技士（ME）がほとんどいない状況だった
ため、術中にトラブルが生じるとすべて看護師が対応し
なければならず、それが新たな課題となっていました。
当院は、国立大学病院では2番目に早く、2011年より
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手術室にタイムアウトを導入しましたので他施設へその
指導に行く機会がありましたが、どの病院の手術室でも
看護師の負担や責任が非常に大きくなっていることに
悩みを抱えていましたね。
大西：私が手術室に配属になった頃は器械出し、外回

り看護以外に、手術室の清掃や手術器材の洗浄、滅菌
にもかかわっていました。しかし今はアウトソーシングが
進み、手術室の業務は完全分業制に移行する施設が増
えてきています。これにより手術室看護師は本来の看
護業務に専念できるようになった一方で、滅菌や清掃、
手術準備など間接業務に対する関心が希薄になってき
たことが課題になっているように思います。
　以前読んだアメリカの文献に、手術関連業務を外部に
任せても、それをマネジメントしていくために各領域の専
門知識を持っておくことは手術室看護師にとって重要なこ
とであると書かれており、とても共感したのを覚えていま
す。自分が直接携わらない業務内容についても正確な知
識を習得しておくことは、感染対策を含めた手術室全体
のマネジメント能力を高める上で必要不可欠のものです
から、幅広く学ぶことの大切さを伝えていきたいですね。

石橋：最後に、これから手術室看護師を目指す方々へ、
やりがいや魅力、学びのあり方などについてお聞かせく
ださい。
大西：私が手術看護の魅力を真剣に考えるようになった
のは、病棟時代に一緒に働いていた同期から「手術看
護は何が楽しいのか」と問われたことがきっかけでした。
私は器械出し看護も好きでしたが、それ以上に外回り看
護が好きでした。長時間にわたる手術が終わって病棟
に引き継ぐ時に患者さんの体に褥瘡がひとつもなく、

手術が安全に終了できたことにとても達成感を覚えまし
た。それは手術が無事終了するために自分が持ち得る
スキルのすべてを駆使できたという喜びがあったからだ
と思います。根拠に基づいたスキルを習得し、現場で
高いパフォーマンスを発揮できることは手術看護の醍
醐味であり、やりがいにつながっていくと思います。
　今の手術室は役割分担が確立していますから、自身
の専門領域を深めていく学習傾向があります。その一
方で不慮のトラブルが発生した時、自分の領域を越え
て手術チームをマネジメントする能力を習得すること
が、これからの手術看護教育の重要なテーマになって
くると思います。
野口：手術看護は、術前から医師をはじめ多職種と密
に連携しながら手術を成功に導いていくとても素晴らし
い仕事です。入院期間は短くても、できるだけ早い段
階から患者さんとかかわって必要な情報を収集し、手術
室で高いパフォーマンスを発揮してほしいと思います。
現在は手術室の魅力を伝えるWEBサイトもたくさんあ
り、すぐに実践で活かせる情報も豊富ですから、そうし
たものをどんどん活用して患者さんを第一に考えた学
びをしていただきたいですね。

石橋：周術期看護が患者さんの回復に大きな成果を上
げてきたことは間違いありません。チーム医療で行う周
術期医療の中で鍵を握るのは手術室看護師であり、こ
れからも重要な役割を担っていくことになると思われま
す。その役割は決して術中にとどまらず、術前、術後の
患者さんのケアにまで及びます。そうした役割を果たす
中で手術看護の楽しさ、面白さを見出し、やりがいに
つなげていっていただきたいと思いますし、ぜひ教育の
場で多くの方々に伝えていってもらいたいと思います。
　本日はありがとうございました。

手術看護の魅力・やりがい・今後の教育展望
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